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199
人
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
翔
け
る

祝 成人式

祝 　成人式

▲ 森下町長の前で「新成人誓いの言葉」を述べる新成人代表・千田育里さん（鳥浜）

　 － 新成人誓いの言葉（要旨）－

　選挙権を得る私たちは社会にも積極的

に参加し、また、伝統を尊重しつつ、新

しい発展へ互いに切磋琢磨しながら、こ

れからの難局を乗り越えていきたいと思

います。

　これまで私たちは、両親をはじめ恩師

や地域の方々から温かく見守られながら

育ってまいりましたが、本日を機に一人

の成人として広い視野を持ち、自覚と責

任、そして、日々感謝の心を持って行動

していくことを誓います。
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小林 健太郎さん

　　　（日笠）

大阪でプロボク

サーをしてい

る。春からの試

合で優勝し、日

本ランキングに

入るのが目標。

井ノ口 真矢さん

　　　（井ノ口）

失敗してもくよ

くよしないで明

るく笑顔でがん

ばっていきた

い。向上心を持

てたらいい。

新
成
人
の
志
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次世代はまかせて

恩師と記念撮影

恩師と再会

小
原
集
落
近
く
の
田
ん
ぼ
に

　

飛
来
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

　
　
　
　
　
　

 (

昨
年
12
月)

　コウノトリ（国の特別天然記念物）が生息するには、良好

な自然環境が必要で、自然の豊かさの指標となる鳥とい

われています。また、「赤ん坊はコウノトリのくちばし

で運ばれてくる」とか「コウノトリが住み着いた家には

幸福が訪れる」という言い伝えもあります。

　若狭町では、昨年 9 月と 12 月以降、コウノトリ 5 羽

が確認されています。良好な自然が残されていて、餌場

やねぐらがあるからだといわれています。

　新成人の皆さん ･･･ コウノトリのように自然豊かな

若狭町に住み、町に幸せを運んできてください。

岡　諒亮さん

　　　（館川）

自立することが

目標。知らない

ことも多いの

で、自分で調べ

て自分で考えて

行動する。

赤尾　侑美さん

　　　（田井野）

音楽の先生の免

許を取るために

勉強中。成人を

きっかけに言動

に責任を持ちた

い。

岡本　智里さん

　　　（安賀里）

「頼ることは強

さで、頼り切る

ことは弱さ」と

いう言葉が好

き。自立に向け、

がんばりたい。

　1 月 9 日、パレア若狭で「平成 23 年

若狭町成人式」が開催されました。

　今年は、昨年より 21 人多い 199 人が

対象。新成人は、ふるさとに誇りを持ち、

地域発展のため努力していく決意を新た

にしていました。

　式典のあと、実行委員会主催の「新成

人のつどい」が開かれ、新成人は級友や

恩師との再会を喜び合いました。
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▲サンタに絵本を読んでもらう園児

▲佐久間記念交流会館を見学するサポーター

町を全国にＰＲ　　　（1/6）

▲上中消防団
　一斉放水

出初式　　　　　　　（1/8・10）

まちの話題まちの話題

　防犯組合若狭地区連合会上中支部の会員らが三

宅保育所を訪れ、サンタクロースに扮して防犯を

呼びかけました。

　子どもたちを犯罪から守る取り組みとして、年

末年始の犯罪が多いこの時期に支部内の保育所を

毎年１か所ずつまわり、実施しているもの。

　今回は、保育所のクリスマス会と合同で開かれ、

3人のサンタと県警察のマスコット「リューピー君」

が登場。

　園児たちは、「知らない人についていかない」「連

れて行かれそうになったら大声を出す」など犯罪

を未然に防ぐ約束を交わしていました。

　三方消防団、上中消防団の新春恒例の出初式が

行われました。

　上中消防団出初式には消防団員・上中分署職員

150 人が参加。パレア若狭駐車場などで一斉放水

や分列行進などきびきびとした動作を披露しまし

た。

　また、三方消防団出初式には消防団員・三方消

防署職員 150 人が参加。はす川で一斉放水したあ

と三方庁舎前道路を分列行進しました。

　三方、上中それぞれの消防団員らは真剣な表情

で式に臨み防災への決意を新たにしていました。

※広報紙に「あなた」の写真が写って

いましたらご連絡ください。

　写真をさしあげます。

（企画情報課 TEL45-9110）

防犯サンタ　　　　　（12/22）

▲三方消防団分列行進

　若狭町を全国にＰＲしている「若狭町ふるさと

サポーター」1 期生が、新たな町の魅力を発見す

るため、町内の観光施設などを訪れました。

　この日訪れたのは、石川県や愛知県、京都府に

住む若狭町出身の大学生 3 人。サポーターらは 2

日間かけて、若狭瓜割名水公園や熊川宿などの観

光名所を見てまわり、常神半島の民宿に宿泊し冬

の海の味覚を味わいました。

　参加したサポーターは、「ふだん、名刺や特産品

を配ったりして町を宣伝している」「今後は、ツイッ

ターで若狭町をつぶやいてＰＲしていきたい」と

話していました。
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ま
ち
の
話
題

http://www.town.fukui-wakasa.lg.jp

写真が語るふるさと　（1/9）

▲誓いの言葉を述べる田中支部長

交通安全祈願　（1/12）

▲掛け声とともに大綱を編む男衆

綱打ち神事　　　　　　　（1/9）

　今では見られなくなったふるさとの懐かしい風

景や暮らしの写真を展示する「あの頃の風景と暮

らし」展が昨年に続き、歴史文化館で始まりました。

　この展示は、住民の皆さんからお寄せいただい

た町内の懐かしい写真を紹介するもので、今では

見られなくなった古き良き風景や建物、産業や暮

らしの様子を見ることができます。

　町では、このような歴史を物語る貴重な写真を

通じて、当時の様子を語り継ぐきっかけとなるこ

とを期待しています。この企画展は 3 月末まで開

かれ、引き続き懐かしい写真を募集しています。

　有田の斎神社で、わらで大綱を編む伝統行事「綱

打ち神事」が行われました。

　この行事は、百年以上前、豪雨で近くの川に流

されていた御神体をにわか仕立ての大綱で引き上

げた言い伝えに基づくもので、町の無形民俗文化

財に指定されています。

　この日の神事では、神社に集落の男衆が集まり、

「きりっとせい」などの掛け声とともにわらにヨリ

をかけ、約 4 時間かけて長さ 15m、太さ 30cm の大

綱を編み上げました。

　この後、若者がこの大綱をかついで集落内を練

り歩き、拝殿に奉納しました。神社総代の大田正

福さんは「集落の安全や区民の健康を願う行事。

これからも伝承していきたい」と話していました。

　気山の宇波西神社で、若狭町交通安全祈願祭が

行われ、交通安全協会、警察署員など関係者約 30

人が出席し今年 1年の交通安全を願いました。

　祈願祭では、若狭交通安全協会上中支部の田中

敏和支部長が「昨年、町内では 1 名の方が交通事

故の犠牲となった。今後も交通情勢の安定と正し

い交通秩序の確立に努め、交通事故のない安全で

安心して暮らせる町となるよう交通安全推進の責

務を果たしていく」と誓いの言葉を述べました。

　続いて、町内 9,193 人分の「交通ルール遵守・

マナー向上署名簿」を奉納し、出席者とともに交

通事故撲滅を祈願しました。

▲懐かしい写真を見る来館者



　【ヒント】

　　有田集落に伝わる、わらで編

　　んだ大綱を奉納する神事。

　　　　《答え》　○○○○神事
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 ｢ まちづくりへの思い新たに…｣

～対話と実行～

若狭町長　森下 裕絆
き ず な

  　　　　　き  　　 　ず 　 　　 な

　わたくしは就任以来、政治

信条に「対話と実行」を掲げ、

「みんなで創るみんなのまち」

を標榜して、住民と行政との

協働によるまちづくりを進め

てまいりました。本年も町民

各位のご理解をいただきなが

ら、より一層強力に推進して

いきたいと思っています。

　今、町では、これからの社

会情勢の変化に迅速に対応す

るため、町の指針となる現行

の総合計画の後期計画の部分

の見直しを進めております。

　本計画は、今後のまちづく

りの指針と位置付け、基本理

念の「再生」の概念を尊重す

るとともに、町の課題に対応

し、固有資源など魅力を活か

した内容とし、名称も新たに

「若狭町まちづくりプラン」と

して、4 月からスタートさせた

いと考えています。

　策定に当たっては、「住民意

識調査」や、身近な課題や問

題点を解決する手段を皆さん

の総意で策定いただいた「集

落計画」や「地区計画」の内

容の検証を行なうなど、多く

の住民や地域の声が反映する

ように努めてまいります。

　昨年は、梅の里保育園の移

転新築や佐久間記念交流会館

のオープン、また三宅小学校・

熊川小学校の耐震補強とリフ

レッシュ工事、三方中学校の

エコ改修など、以前から望ま

れていた施設整備の完成をみ

ることができました。

　今後も社会情勢や財政状況

を見極めて、総合的・計画的

に事業を進めたいと思ってい

ます。

　近年では、少子高齢化が進

広報クイズ広報クイズしりと
り

　うず
まき

　　ク
イズ

① ②

⑥ ⑦ ③

⑨

⑩

⑧

⑤ ④

■応募方法■　

　キーワードを解いて、しりと

りをしながら右回りにことば

を入れてください。４つある

赤いマスの文字を並びかえる

と、答えになります。ハガキに

答えと広報紙の感想や意見、住

所、氏名を書いて、　「〒 919-

1393 若狭町企画情報課」（住所

は省略可）まで送ってくださ

い。E-mail でも受け付けます

（kikaku@town.fukui-wakasa.lg.jp）。

正解者の中から抽選で 5 人に図

書カードが当たります。当選の

発表は、賞品の発送をもってか

えさせていただきます。

　締切 2月 15 日 (火 ) 必着。

◇キーワード◇

① 2月 11 日は○○○○記念の日。

②北方領土のひとつ、なんと読む？

　「国後」

③ request と書く。希望や要望のこ

　と

④すきとおって向こうがよく見える

　こと

⑤昔話で、背丈の小さな主人公が鬼

　退治をし、出世する話

⑥魚介類や海藻など海産物を主とす  

　る食品。また、それを使った料理。

⑦輪形などにして油で揚げた洋菓子

⑧大阪のシンボルである展望タワー

⑨化粧のために唇に塗る紅

⑩夕日の見える方角を

▼ ▼ ▼

携帯でアクセス

 メールでも応募してネ

み人口の減少に伴う空き家の

増加や産業の衰退が懸念され

るなど、町を取り巻く情勢も

大変厳しいものがあります。

　しかし、町は人が集うこと

でより元気になるものです。

また、人が行き交うことで産

業や文化や人の輪、絆が育っ

ていくものです。

　「豊かな自然、歴史や文化、

その恵みのもと、多くの人々

が交流し、絆を深めることに

より " 育むよろこび " があふ

れ、共に生き、共に感じるま

ちをめざします」これが今後

のまちづくり目標です。

　住民の皆さんと共に手をと

り、助け合って次の世代を担

う子どもたちに自信をもって

引き継げるまちづくりを進め

たいと決意を新たにしている

ところです。

　住民の皆さんのご理解とご

協力をお願い申し上げます。
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３歳でーす３歳でーす

橋本　咲
さ き

妃ちゃん

2 月 19 日生まれ (安賀里 )

親：友寿・美奈さん

ケンカもするけど　お姉ちゃん

大好き　　いつもありがとう！

源
流

・
つ
く
し
俳
句
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澄
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水
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を
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子
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手
に
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鈴
光
る

俳
句

辻
本　

靖

田
中　

喜
良

原
田　

自
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松
宮　
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雲 (

兼

田)

(

神

谷)

(

大
鳥
羽)

(

大
鳥
羽)
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り
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の
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り
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し
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ン
ダ
ー
も

　
　
　

思
ひ
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て
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方
へ
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え
ぬ

上
中
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会

　
　
　

長
引
け
る
不
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に
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く
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二
台
の
重
機
に
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さ
れ
て
ゆ
く

　
　
　

亡
き
嫁
の
代
わ
り
に
我
を
頼
り
し
か

　
　
　

健
康
の
お
守
り
男
の
子
が
く
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ぬ

中
村
り
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子

今
井
登
代
子
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上　

弘
子
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気
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タ
中)

 (
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髪
型
に
変
化
を
つ
け
て
若
返
り

井
口　

善
弘

今
川
て
る
子

中
塚
よ
し
ゑ

西　

治
子

(

田

井)

(

鳥

浜)

(

脇

袋)

(

堤

)

若
狭
町
冠
句
の
会

　
　
　

て
つ
き
り
と
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り
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と
陽
の
所
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波
の
詩
風
に
音
乗
せ
匂
い
乗
せ

大
上　

仙
路

江
南　

と
わ (

三

田)

(

田

名)

文芸ひろば文芸ひろば
短
歌

川
柳

冠
句

小堀　杏
あんじゅ

珠ちゃん

2 月 18 日生まれ (北前川 )

親：憲一・絵美さん

ゴセイジャー大好き !

へんしんポーズはまかせてね！

　このコーナーでは、 2 月に 3 歳を迎える町内にお住まいの

男の子 ・ 女の子に登場していただいています。 ご応募いただ

いた方のみ掲載しています。

　今回は平成 20年 2月生まれの 3歳になるお子さまです。

　次回は平成 20 年 3 月生まれのお子さまが対象です。

写真と 25 字以内のコメント、生年月日、ご両親のお

名前、連絡先を添えて企画情報課または住民サービス

室へ提出してください（メールでの送付も可）。

　2 月 5 日（土）必着です。

●問い合わせ　企画情報課　℡ 45-9110

電子メール：kikaku@town.fukui-wakasa.

lg.jp( 受信確認のため、必ずお電話ください）


